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全日本大会の前日に行われ

た O-Forum。パネラー木村の

プレゼンは長野県のとりく

みを紹介。 

 
2016年 3月 19日（土） 愛知県岡崎市 

O-Forum「オリエンティアをふやそう」 

 

学生時代のサークル活動 
競技登録者数ベースでオリエンテー

リング人口のおよそ半分は大学生です。

残る半分はおよそ社会人と考えてよい

でしょう。同じオリエンテーリング競

技を行っていますが、その取り組み方

は大きく違います。まずはここを認識

しましょう。 

 

大学生は学校サークル活動の一環と

してオリエンテーリングを行っていま

す。サークル活動の対象がたまたまオ

リエンテーリングだっただけで、大学

にクラブが無ければ別の体育会系クラ

ブか文科系サークルに入っているか、

バイトに明け暮れているか、恋愛に没

入しているか、自分探しに走っている

ことでしょう。 

 

これら学生は学生生活の中にオリエ

ンテーリングが位置づけられており、

ほとんどは学生生活の終了と同時にオ

リエンテーリング活動も終了します。

これはオリエンテーリングに限ったこ

とではなく、野球、サッカー、ラグビ

ー、陸上、ラクロス、ボートなど何の

サークル活動でも同じです。 

大学の新歓で多くの人がオリエンテ

ーリングをはじめますが、こうして学

生競技者の殆どが 4 年以内に活動を終

了してゆきます。 

 

こうした大学のサークル活動メンバ

ーに、生涯スポーツの一環としてオリ

エンテーリングを続けていただくため

には、サークル活動と同じような人の

集まりが求められます。その多くは同

期クラブが担っています。ただ同期ク

ラブの活動寿命は短命なものが多く、

同期クラブ活動は徐々にアクティビテ

ィが減ってゆき、スポーツクラブとし

ての活動はいずれ消滅してゆきます。 

 

 

 

学生は人財 
私の住む長野県の場合、大学クラブ

は今や存在しません。アクティブオリ

エンティアの獲得は他の都道府県に在

学している学生オリエンティアをいか

に長野県メンバーになっていただくか

に尽きます。卒業して長野県に戻って

こない人もいますが、いずれ故郷に帰

ってくる人もいるはずです。とにかく

できる限り多くの学生と交流をもち、

いつでも長野県のオリエンテーリング

活動に参加できる下地を作っておくこ

とが大事です。 

 

全日本リレーを利用する 
長野県出身者と長野県オリエンテー

リング協会を繋ぐ道具として全日本リ

レーオリエンテーリング大会を利用し

ています。学生に長野県代表になって

いただき、郷里の名を背負って走って

もらうのです。 

この時に連絡先の交換が必要となり

ます。長野県の場合はメーリングリス

トに加入していただいています。この

メーリングリストは全日本リレー情報

も流れるのですが、それ以後も長野県

のオリエンテーリング情報も流して、

一度選手になったかたに長野県の情報

を提供し続けています。 

こうした全日本リレーを通じたリク

ルーティング活動があるから、今の長

野県協会があるといっても過言ではあ

りません。 

 

選手情報の獲得 
長野県のふるさと選手情報は、JOA

（日本オリエンテーリング協会）の web

サイトにある競技者情報から得ていま

す。今や学生登録選手が全員 JOA の競

技者として登録されるシステムとなっ

ています。 

日本学生オリエンテーリング連盟が

JOAに会員として加盟したおかげで、こ

うした選手情報の流通が可能となりま

した。学連加盟の最大のメリットと言

っていいでしょう。 

個人情報保護のため、JOAの選手登録

情報として公開されるのは、ふるさと

登録を含めた登録都道府県、氏名、性

別、大学名だけです。 

 

しかしこれだけ判れば、あとは意欲

さえあれば何とかなります。大学のク

ラブ代表者の連絡先を調べて、ふるさ

と登録者に全日本リレー長野県チーム

に加わってほしい旨を連絡してもらっ

ています。 

大学クラブ代表者には、大会会場で

直接コンタクトします。判らないとき

は知人や OBを辿って教えていただいて

メール（FaceBook）します。それでも

大学クラブ代表者に辿りつかないなら、

日本学連の事務局に問い合わせてもい

いでしょう。 

こうした動きにあわせて、日本学連

でも選手登録の際にふるさと登録する

ことを推奨しています。ふるさと登録

の申請が無ければ、大学所在地の都道

府県の登録選手ということになります。 

 

チームウェアが故郷と結ぶ 
このように連絡が取れた学生選手に、

長野県のチームウェアを差し上げまし

た。本格素材に NAGANOのロゴ入り Oウ

ェアです。貸与ではありません。差し

上げました。投資です。 

この学生のアパートには NAGANOのロ

ゴが入ったウェアがどこかにしまわれ

たり、練習の時に使ってもらっている

はずです。それがどれだけ長野県への

帰属意識を高めるかを想像してくださ

い。学生クラブでウェアを揃えている

ところは多いのですが、Oウェアは消耗

品だし、長期の合宿では 2 着持ってい

たい時があります。 

 

確かにお金はかかりますが、これは

投資だと考えて、長野県協会が関わる

イベントからの収益金を充てています。 

収益を出すことを目指さないイベン

トが多いようですが、こうした育成の

明確な目標があれば、各都道府県協会

はどうやって収益を出すかを真剣に考

えるのではないでしょうか。それくら

いは社会人の力の見せどころでしょう。 

 

まとめると 
・新歓は学生の力が大きい 

・地域協会やクラブは学生のうちに付き

合いを始める 

・手段として全日本リレーを利用 

・選手登録情報を元に学生クラブと連絡 

・地域の代表選手、選手団の構成員な

ど、役目や居場所の提供 

・チームウェアなどを使ってチームの一

員としての意識づくり 

・その後、継続的にイベント、交流会の

情報を提供する 

（木村佳司） 

オリエンティアをふやそう 

 

オピニオン 
木村佳司 

O-Forum2016より 


